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関市農業委員会総会議事録 

 

場所：関市役所 ６－６・６－７会議室 

 

○議事日程 

令和元年１２月６日（金曜日）午前９時００分 開議 

（１） 議事録署名委員の指名 

（２） 議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について 

（３） 議案第２号 農地法第５条の規定による許可申請に対する意見について 

（４） 議案第３号 事業計画変更に対する意見について 

（５） 議案第４号 地籍調査において登記上の地目が農地である土地に関する地目認定につ 

いて 

（６） 議案第５号 農用地利用集積計画の承認について 

 

 

 

 

○出席委員（１９名） 

   １番 安田 美雄 君     ２番 井戸 恒男 君     ３番 川村 信子 君 

４番 佐藤 平和 君     ５番 遠藤 昭冶 君     ６番 野田 卓志 君 

８番  森   邦彦 君        ９番 八木 豊明 君   １０番 杉山 徳成 君 

１１番 中村 雅博 君     １３番 安田 孝義 君   １４番 増井 賢一 君 

１５番 土屋 尊史 君      １６番 野村 茂  君     １７番 日置 香   君 

１８番 永井 博光 君      １９番 岩田 幸子 君 

 

 

 

 

 

○欠席委員（２名） 

 １２番 後藤 三郎 君    ７番 片岡 篤夫 君  

 

 

 

 

○委員以外の出席者 

 農業委員会事務局長   長尾 成広 君   農業委員会事務局課長補佐  小石 隆之 君   

農業委員会事務局係長  小森 康司 君    
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午前９時００分 開会 

○事務局課長補佐（小石隆之君）ただ今より農業委員会を始めさせていただきます。初めに、市

民憲章のご唱和をお願いいたします。 

（市民憲章唱和） 

ありがとうございました。ご着席ください。それでは、野村会長よりご挨拶をお願いします。 

○会長（野村茂君）みなさんおはようございます。本日は農業委員会総会をご案内しましたところ、

お忙しい中ご出席いただきましてありがとうございます。 

 本来は後からの挨拶で申し上げるのが本意ではございますが、今年一年、大変皆様方にお世話に

なりまして、この農業委員会を運営させていただきました。これもひとえに委員さんのご支援と事

務局のご支援、ご指導のたまものと思っております。この一年ありがとうございました。来年もよ

ろしくお願いします。 

 それでは本日の議案につきましてご審議のほどよろしくお願いします。 

○事務局課長補佐（小石隆之君）続きまして、事務局長の長尾がご挨拶申し上げます。 

○事務局長（長尾成広君）皆さんおはようございます。１２月に入り大変寒くなりました。私は少

し風邪気味で、昨日、病院に行ってインフルエンザの検査をしてきましたが、インフルエンザでは

なかったので、少し安心したところです。 

 １２月に入り、１２月議会が始まりました。農林課の質問としては、豚コレラのその後の状況や

再開に向けての質問が出ております。また、最近多い質問としては、防災・減災関係の質問が出て

きています。部長につきましては、議会の答弁の関係で欠席をさせていただきます。 

 新聞によりますと、国が新たな食糧・農業の農村起業基本計画を５年ごとに見直すものがありま

して、国として基盤整備や大型化・集約化に力を入れてきましたが、中小規模の農家が耕地面積の

９８パーセントと言うことで、中小規模の農家をもう少し手厚くしたら良いのではないかと言う意

見が出ております。中山間等の農家が該当し、拡充されるのかもしれないと思っております。 

 皆様には今年一年、お世話になりありがとうございました。来年もよろしくお願いします。それ

と、本日は農業委員会の後に、最適化推進委員会がありますので、よろしくお願いします。 

○事務局課長補佐（小石隆之君）本日の欠席委員の報告をさせていただきます。１２番後藤委員。

７番片岡委員さんは連絡が取れませんので、遅れてみえるかもしれませんのでよろしくお願いし

ます。 

○議長（野村茂君）ただ今から、関市農業委員会総会を開催します。会議規則第８条の規定により、

委員の過半数以上の出席により、総会は成立しています。 

次に、議事録署名委員の指名を行います。５番遠藤委員、６番野田委員のお二人にお願いします。 

これより議案の審議に入ります。 

議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について、を議題とします。事務局の説明を求

めます。 

○事務局課長補佐（小石隆之君）議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について。農地

法第３条の規定により、下記農地の申請がありましたので、審議を求めます。議案は１ページから

になります。 

１番の案件 位置図は、１ページになります。申請地は、天王池の東北東約１５０ｍに位置する

農振農用地区域外にある畑、４２９㎡。申請の目的は所有権移転です。譲受人は隣接地が自己所有

地であり、耕作に便利であるため、譲り受け農業経営の拡張を図るもの。譲渡人は、売却金を生活

費、教育費に充当させるものです。 

２番の案件 位置図は、２ページになります。申請地は、下倉知公民館の北西約２３０ｍに位置

する農振農用地区域外にある田２筆、２，６６０㎡の内２６５６．４㎡。申請の目的は使用貸借権

の設定です。使用借人は農業経営の拡大のため、申請地を借りると言うもの。使用賃人は使用借人

の要望に応えると言うものです。使用賃借期間は２０年間です。 

３番の案件 位置図は、３ページになります。申請地は、上切公民センターの北西約５０ｍに位

置する農用地区域内にある田、１，６２６㎡。上切公民センターの東北東約３９０ｍに位置する農

用地区域内にある田、６８０㎡。合計２筆、２，３０６㎡。申請の目的は所有権移転です。譲受人

は農業経営の規模拡大のため、譲渡人は譲受人の要望に応えると言うものです。 
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４番の案件 議案は２ページ、位置図は４ページになります。申請地は、武儀生涯学習センター

の南南東約４４０ｍに位置する農振農用地区域内にある田、８６４㎡。武儀生涯学習センターの南

約４３０ｍに位置する農振農用地区域内にある田、９００㎡。申請の目的は使用貸借権設定です。

使用貸借期間は２年間となります。使用借人は農業経営の拡大のため、申請地を借りると言うもの。

使用貸人は使用借人の要望に応えると言うものです。 

５番の案件 位置図は、５ページになります。申請地は、武儀東小学校の北北東約７００ｍに位

置する農振農用地区域内である畑、６０２㎡。申請の目的は、所有権移転です。譲受人は農業経営

拡大のため、譲渡人は財政難であり耕作できないことから譲受人の要望に応えるものです。 

すべての案件について、１１月１９日と１１月２１日に現地を確認した結果、農地性ありと確認

しています。 

以上、使用貸借権設定に関するもの２件、所有権移転に関するもの３件についてご審議をお願い

いたします。 

○議長（野村茂君）事務局の説明が終わりました。議案第１号について補足説明のある委員さんは

挙手にて発言をお願いします。 

（発言なし） 

○議長（野村茂君）発言がありませんので、第１号議案について質疑を行います。質疑のある方は

挙手にて発言をお願いします。 

    （発言なし） 

○議長（野村茂君）質疑もないようですので、これより採決します。議案第１号について原案のと

おり許可することに異議のない方は、挙手をお願いします。 

        （全員挙手） 

○議長（野村茂君）全員挙手のため、議案第１号の５件を許可することとします。 

続きまして、議案第２号 農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見について、を

議題とします。事務局の説明を求めます。 

○事務局課長補佐（小石隆之君）議案第２号 農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する

意見について。農地法第５条の規定により、下記農地の申請があったので、意見を求めます。 

議案は、３ページからになります。 

１番の案件 位置図は、６ページになります。申請地は、富津橋の北約１６０ｍに位置する登記

地目田、現況地目畑、４筆合計９４３㎡。住宅・事業施設、公共・公益施設等が連坦している区域

に近接する１０ｈａ未満の農地の区域の農地であるため、第２種農地と判断します。転用の目的は

太陽光発電施設です。 

譲受人は付近に高層な建物もなく、太陽光パネルを設置するのに最適な土地であることから、太

陽光発電施設を設置したいと言うもの。譲渡人は高齢のため、農地を適正に管理できない事から譲

受人の要望に応えると言うものです。 

１１月１９日に現地確認をしたところ、畑で農地性ありと確認しています。また、隣地農地所有

者の承諾を得ています。 

申請地は、第２種農地であるため、代替性について検討した結果、他に事業の目的を達成するこ

とが出来る土地がないため、転用はやむを得ないものと判断します。 

２番の案件 議案は３ページから４ページ、位置図は、７ページになります。申請地は天神公民

センターの北約１８０ｍに位置する登記地目田、現況地目畑５０９㎡。登記地目田、現況地目雑種

地１１７㎡。農地の区分は都市計画法の用途地域のため、第３種農地と判断します。転用の目的は

宅地分譲です。 

譲受人は不動産賃貸業を営んでおり、住宅用の土地として販売したいと言うもの。譲渡人は名古

屋市に在住しているため、耕作が困難であり生活資金に充てたいと言うものです。 

１１月１９日に現地確認をしたところ、一部雑種地であり経緯書が添付されております。また、

隣地農地所有者の承諾を得ています。 

申請地は第３種農地であるため、転用はやむを得ないものと判断します。 

３番の案件 位置図は、８ページになります。申請地は、長良川鉄道関富岡駅の北西約３５０ｍ

に位置する登記地目田、現況地目畑一部雑種地４１４㎡。農地の区分は都市計画法の用途地域のた
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め、第３種農地と判断します。転用の目的は賃貸住宅です。 

使用借人は店舗等のアクセスが良いことから、賃貸住宅として申請地を利用したいと言うもの。

使用貸人は使用借人の要望に応えると言うものです。 

１１月１９日に現地確認をしたところ、平成２７年頃から一部雑種地となっており始末書が添付

されております。 

申請地は第３種農地であるため、転用はやむを得ないものと判断します。 

４番の案件 位置図は９ページになります。申請地は東田原公民館の北約４３０ｍに位置する登

記地目畑、現況地目宅地１，０１４㎡の内の６３．２３㎡。農地の区分は概ね１０ｈａ以上の一団

の農地区域の農地であるため、第１種農地と判断します。転用の目的は一般個人住宅の庭です。 

譲受人は、既存の住宅敷地と合わせて一体利用したいと言うもの。譲渡人は譲受人の申し出に応

じるものです。 

１１月１９日に現地確認をしたところ、平成２年頃から一部宅地となっており、始末書が添付さ

れております。 

申請地は第１種農地であるため、原則不許可でありますが既存施設の２分の１以内の拡張であり、

農地転用の制限の例外基準をみたすものと考えます。 

５番の案件 議案は５ページ、位置図は１０ページになります。申請地は野田集会所の北約３０

０ｍに位置する登記簿雑種地、現況畑２９㎡。畑２６７㎡、２筆合計、２９６㎡。 

住宅・事業施設、公共・公益施設等が連坦している区域に近接する１０ｈａ未満の農地の区域の

農地であるため、第２種農地と判断します。転用の目的は一般個人住宅です。 

譲受人は現在の住まいが手狭であることから、自己住宅を建築したいと言うもの。譲渡人は譲受

人の申し出に応じるものです。 

１１月１９日に現地確認をしたところ、畑で農地性ありと確認しています。 

申請地は第２種農地であるため、代替性について検討した結果、他に事業の目的を達成すること

が出来る土地がないため、転用はやむを得ないものと判断します。 

６番の案件 位置図は１１ページになります。申請地は巾公民センターの北西約５０ｍに位置す

る田２，２４８㎡。農地の区分は都市計画法の用途地域のため、第３種農地と判断します。転用の

目的は分譲住宅です。 

譲受人は申請地の近隣に住宅及び公共施設があり、申請地に建売分譲用住宅を建築するものです。

譲渡人は譲受人の要望に応えると言うものです。 

１１月２１日に現地確認をしたところ、畑で農地性ありと確認しています。また、隣地農地所有

者の承諾を得ています。 

申請地は第３種農地であるため、転用はやむを得ないものと判断します。 

７番の案件 位置図は１２ページになります。申請地は巾公民センターの南西約５００ｍに位置

する畑４３９㎡。農地の区分は都市計画法の用途地域のため、第３種農地と判断します。転用の目

的は倉庫からの退出路です。 

賃借人は申請地の道路を挟んだ西側に倉庫を所有していますが、車両の切り替えしができないた

め、倉庫からの退出路として利用したいと言うものです。賃貸人は賃借人の要望に応えると言うも

のです。 

１１月２１日に現地確認をしたところ、畑で農地性ありと確認しています。 

申請地は第３種農地であるため、転用はやむを得ないものと判断します。 

８番の案件 議案は６ページ、位置図は１３ページになります。申請地は十六所公園の北東約９

０ｍに位置する田、２筆、２０３７㎡。農地の区分は都市計画法の用途地域のため第３種農地と判

断します。転用の目的は共同住宅です。 

譲受人はアパートを建築して家賃収入を得たいと言うもの。譲渡人は高齢となり営農規模縮小を

考えていたため、譲受人の要望に応じると言うものです。 

１１月２１日に現地確認をしたところ、田で農地性ありと確認しています。 

申請地は第３種農地であるため、転用はやむを得ないものと判断します。また、本案件は１，０

００㎡を超えているため、関市開発指導要綱に基づく開発協議の承認が必要であります。 

９番の案件 位置図は１４ページになります。申請地は西本郷公園の北約１３０ｍに位置する畑



- 5 - 

 

３６３㎡。農地の区分は都市計画法の用途地域のため第３種農地と判断します。転用の目的は、一

般個人住宅です。 

譲受人は独立して自分の家を持ちたいと思い、自己住宅を建築したいと言うもの。譲渡人は多忙

により農業経営を営むことが困難であることから譲受人の要望に応えると言うものです。 

１１月１９日に現地確認をしたところ、畑で農地性ありと確認しています。 

申請地は第３種農地であるため、転用はやむを得ないものと判断します。 

１０番の案件 議案は６ページから７ページ、位置図は１５ページになります。申請地は円保公

園の北西約２６０ｍに位置する田、２筆３，４２５㎡。農地の区分は街区に占める住宅割合が４０

パーセントを超えているため、第３種農地と判断します。転用の目的は分譲住宅です。 

譲受人は申請地を買い受けて分譲住宅を建築したいと言うもの。譲渡人は今後、耕作を継続する

意志が無いため譲受人の要望に応えるものです。 

１１月１９日に現地確認をしたところ、田で農地性ありと確認しています。 

申請地は第３種農地であるため、転用はやむを得ないものと判断します。また、本案件は３，０

００㎡を超えているため、都市計画法第２９条の許可が必要となります。 

１１番の案件 位置図は１６ページになります。申請地は水ノ輪公園の北約１０ｍに位置する畑

２３２㎡。農地の区分は都市計画法の用途地域のため、第３種農地と判断します。転用の目的は、

一般個人住宅です。 

使用借人は申請地を父から借り、自己用住宅を建築したいと言うものです。使用貸人は使用借人

である子の申し出により貸すと言うものです。 

１１月２１日に現地確認をしたところ、畑で農地性ありと確認しています。 

申請地は第３種農地であるため、転用はやむを得ないものと判断します。 

１２番の案件 位置図は１７ページになります。申請地は下有知中学校の西南西約１５０ｍに位

置する登記地目田、現況地目畑４０１㎡。登記地目田、現況地目用悪水路１４㎡。２筆、合計４１

５㎡。農地の区分は水道管・下水管が整備された道路の沿道で申請地から５００ｍ以内に２つの教

育施設があるため、第３種農地と判断します。転用の目的は分譲住宅です。 

譲受人は申請地が小学校に近いため、分譲住宅を建築したいと言うもの。譲渡人は譲受人の申し

出により譲ることにしたと言うものです。 

１１月２１日に現地確認をしたところ、昭和６０年頃から一部水路として利用しており、始末書

が添付されております。 

申請地は第３種農地であるため、転用はやむを得ないものと判断します。 

１３番の案件 議案は８ページ、位置図は１８ページになります。申請地は下有知中学校の西約

１５０ｍに位置する畑２３５㎡。農地の区分は水道管・下水管が整備された道路の沿道で申請地か

ら５００ｍ以内に２つの教育施設があるため、第３種農地と判断します。転用の目的は一般個人住

宅の庭です。 

譲受人は申請地の隣接地にある中古住宅を買い受け、庭として一体利用したいと言うもの。譲渡

人は譲受人の申し出により譲ることにしたと言うもの。 

１１月２１日に現地確認をしたところ、畑で農地性有りと確認しています。 

申請地は第３種農地であるため、転用はやむを得ないものと判断します。 

１４番の案件 位置図は１９ページになります。申請地はクリーンプラザ中農の西約３３０ｍに

位置する登記地目畑、現況地目竹林２，２３８㎡。農地の区分は農用地区域内、甲種、第１種、第

３種の農地のいずれにも該当しない農地であるため第２種農地と判断します。転用の目的は植林で

す。 

譲受人は造林事業を行っている会社であり、申請地に植林をしたいと言うもの。譲渡人は譲受人

の申し出により譲ることにしたと言うものです。 

１１月２１日に現地確認をしたところ、すでに竹林となっており始末書が添付されています。 

申請地は第２種農地であるため、代替性について検討した結果、他に事業の目的を達成すること

が出来る土地がないため、転用はやむを得ないものと判断します。 

１５番の案件 位置図は２０ページになります。申請地は東志摩公民センターの南西約７０ｍに

位置する畑、４００㎡。農地の区分は街区に占める宅地割合が４０パーセントを超えるため、第３
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種農地と判断します。転用の目的は一般個人住宅です。 

譲受人は子供のために一般個人住宅を建てたいと言うもの。譲渡人は近隣が住宅化しており、農

地として適切に管理することが困難になってきたため、譲受人の要望に応えると言うものです。 

１１月２１日に現地確認をしたところ、畑で農地性有と確認しています。申請地は第３種農地で

あるため、転用はやむを得ないものと判断します。 

１６番の案件 議案は９ページ、位置図は２１ページになります。申請地は瀬尻小学校の南約５

４０ｍに位置する畑２５６㎡。農地の区分は都市計画法の用途地域のため第３種農地と判断します。

転用の目的は一般個人住宅です。 

譲受人は祖父から土地を無償で譲り受け、一般個人住宅を建築すると言うもの。譲渡人は高齢に

より耕作できないことから譲受人の要望に応えると言うものです。 

１１月２１日に現地確認をしたところ、畑で農地性有と確認しています。申請地は第３種農地で

あるため、転用はやむを得ないものと判断します。 

１７番の案件 位置図は２２ページになります。申請地は関広見インターの北西約３２０ｍに位

置する田、２筆１，０００㎡。農地の区分は高速道路のインターチェンジから概ね３００ｍ以内に

あるため、第３種農地と判断します。転用の目的は建築用金属業事業の事務所、寄宿舎、倉庫、駐

車場です。 

譲受人は本社と営業所とを中継する位置として、申請地は利便性が良いため、事務所などを建築

したいと言うもの。譲渡人は譲受人の要望に応えると言うものです。 

１１月２１日に現地確認をしたところ、田で農地性有と確認しています。申請地は第３種農地で

あるため、転用はやむを得ないものと判断します。また、本案件は１，０００㎡を超えているため、

関市開発指導要綱に基づく開発協議の承認が必要であります。 

１８番の案件 位置図は２３ページになります。申請地は千疋大橋の東約２７０ｍに位置する畑

８８３㎡。住宅・事業施設、公共・公益施設等が連坦している区域に近接する１０ｈａ未満の農地

であるため、第２種農地と判断します。転用の目的は、一般個人住宅・駐車場です。 

譲受人は現在、他市に住んでいるが、関市に住むことを計画し、一般個人住宅を建築すると言う

もの。また、建設業を営んでいることから、事業用車両を駐車場とするものです。譲渡人は営農が

困難であるため、これに応えると言うものです。 

１１月２１日に現地確認をしたところ、畑で農地性ありと確認します。また、隣地農地所有者の

承諾を得ています。 

申請地は第２種農地であるため、代替性について検討した結果、他に事業の目的を達成すること

が出来る土地がないため、転用はやむを得ないものと判断します。 

１９番の案件 議案は１０ページ、位置図は２４ページになります。申請地は板取島口体育館の

南西約１５０ｍに位置する畑１４５㎡。中山間地域にある未整備な小規模な農地であるため、第２

種農地と判断します。転用の目的は植林です。 

受贈人は周辺が山林となっているので、申請地にも植林をして山林として利用したいと言うもの。

贈与人は受贈人の申し出に応じるものです。 

１１月１９日に現地確認をしたところ、畑で農地性有と確認しています。申請地は第２種農地で

あるため、代替性について検討した結果、他に事業の目的を達成することが出来る土地がないため、

転用はやむを得ないものと判断します。 

以上、所有権移転に関するもの１７件、使用賃借権設定に関するもの１件、賃貸借権設定に関するも

の１件、計１９件について、ご審議をお願いします。 

○議長（野村茂君）事務局の説明が終わりました。議案第２号について補足説明のある委員さんは 

挙手にて発言をお願いします。 

    （発言なし） 

○議長（野村茂君）無いようですので、これより質疑を行います。議案第２号について質疑のある

議員さんは挙手にて発言をお願いします。 

    （発言なし） 

○議長（野村茂君）質疑もないようですので、これより採決します。議案第２号について、原案の

とおり岐阜県知事に進達することに異議のない方は、挙手をお願いします。 
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        （全員挙手） 

○議長（野村茂君）全員挙手のため、議案第２号の１９件を原案のとおり、岐阜県知事に進達する

こととします。 

続きまして議案第３号 事業計画変更申請に対する意見について、を議題とします。事務局の説

明をお願いします。 

○事務局課長補佐（小石隆之君）議案第３号 事業計画変更申請に対する意見ついて。農地転用許

可後の事業計画変更申請がありましたので、意見を求めます。 

 議案は１１ページになります。 

 １番の案件 位置図は２５ページになります。申請地は農業集落排水上迫間処理場の東約１６０

ｍに位置する登記地目田、現況地目山林３３７㎡。さらに東へ７００ｍに位置する登記地目田、現

況地目山林、５０５㎡。変更内容は一時転用期間の延長です。 

 転用目的ですが確認をしておりますので、少しお待ちください。転用目的に戻りますが、砂利の

採石です。山なので採石です。議案の転用目的も土砂ではなく、砂利採石です。議案の訂正をお願

いします。 

 当初事業計画者は、平成２９年８月１７日付け５条許可を受けて、砂利採石のための２年間の一

時転用許可を受けたが、完了期限までに転用することが出来なかったため、さらに２年間の延長承

認をしてもらいたいとのことです。 

 １１月１９日に現地確認をしたところ、許可された土地は現在も山林であり、転用が完了しない

ことを確認しております。 

 以上、１件のご審議をお願いいたします。 

○議長（野村茂君）事務局の説明が終わりました。議案第３号について補足説明のある委員さんは

挙手にて発言をお願いします。 

    （発言なし） 

○議長（野村茂君）無いようですので、これより質疑を行います。議案第３号について質疑のある

議員さんは挙手にて発言をお願いします。 

○１５番（土屋尊史君）一時転用は最長３年か５年のどちらでしたか。 

○事務局長（長尾成広君）３年です。 

○１５番（土屋尊史君）この議案は２年で終わって、一時転用が最長３年であると、後２年延長で

は１年余分になるのではないですか。普通、１年しか出来ないのではないですか。 

○事務局課長補佐（小石隆之君）県等に確認しておりまして、３年縛りと言うものはいわゆる農振

農用地。網がかかった部分について最長３年。それ以外３年縛りは無いと言うことです。 

○１５番（土屋尊史君）どれだけ経っても良いと言うことですか。 

○事務局課長補佐（小石隆之君）期間の区切りは無いみたいです。 

○１５番（土屋尊史君）わかりました。 

○議長（野村茂君）他に質疑のある方はありませんか。 

    （発言なし） 

○議長（野村茂君）他に質疑もないようですので、これより採決します。議案第３号について、原案

のとおり岐阜県知事に進達することに異議のない方は、挙手をお願いします。 

        （全員挙手） 

○議長（野村茂君）全員挙手のため、議案第３号の１件を原案のとおり、岐阜県知事に進達するこ

ととします。 

続きまして議案第４号 地籍調査において登記上の地目が農地である土地に関する地目認定につ

いて、を議題とします。事務局の説明をお願いします。 

○事務局課長補佐（小石隆之君）議案第４号 地籍調査において登記上の地目が農地である土地に

関する地目認定について。議案は１２ページになります。 

関市長より、地籍調査において登記上の地目が農地である土地に関する地目認定協議の申請があ

りましたので意見を求めます。 

地籍調査ですが、今年度上之保で地目について審議していただきましたが、今回は板取に関する

地籍調査です。内容につきましては板取地区の小字、１６の土地についての地目認定を審議してい
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ただくというものです。 

 今回、対象の筆につきましては調査年度が平成３年度、ずいぶん前から始まったものが途中で止

まってしまいまして、ようやく３０年程経って地籍調査がここまで出来たと言うことで、農業委員

会に書類が提出されております。 

今回の対象の筆につきましては、登記地目田１３２筆、４０，８７６．１４㎡、畑３１５筆、７

２，０５５．１５㎡です。地籍調査結果としましては、原野が２０６筆、５３，５９９．４２㎡、

公衆用道路９４筆、６，２１８．５５㎡、雑種地５２筆、１７，６１６．０９㎡、山林６４筆、２

１，９４６．８３㎡、宅地４７筆、９，３３２．１７㎡、堤５筆、３１４．０２㎡、牧場２筆、４，

８６８㎡との調査報告書がでております。 

 以上、地籍調査において登記上の地目が農地である土地に関する地目認定についてご審議をお願

いします。 

○議長（野村茂君）事務局の説明が終わりました。議案第 4号、地籍調査において登記上の地目が

農地である土地に関する地目認定について質疑がある方は挙手にて発言をお願いします。 

○事務局長（長尾成広君）事務局長が聞いて申し訳ないのですが、板取の杉島とか杉原とか白谷と

かあると思いますが、これはどこら辺になりますか。小字で言われてもわかりませんので。 

○農業委員会事務局係長（小森康司君）分かりやすく言えば、杉島荘から島口の体育館の周辺です。 

○事務局長（長尾成広君）今後もこのように出てくるのですか。 

○農業委員会事務局係長（小森康司君）地籍調査がどのように進んでいるのかまでは情報がないの

でわかりません。 

○事務局課長補佐（小石隆之君）調査をして測量等をして、固まった部分について農業委員会に上

がってくるので、それ以後どこが残っているのかという情報は分かりません。 

〇１７番（日置香君）役場に顔を出したときにこの案件が出るという話を聞いておりましたが、こ

んなに面積があるという説明も受けていなくて、準備していなくて申し訳ありません。これからも

議題に上がる可能性がいくつもあるかもしれません。少し聞いたところ、調査をやった時点で、私

は区長をやっていた時でしたので、大変な苦労をしてすでに済んだと思っていました。最終的に立

会とか難しいとか、いろいろな書類が観見出来ないところが残っている事があったので、この地区

だけに限らないと思いますので、今後確認してみます。 

○議長（野村茂君）質疑もないようですので、これより採決します。議案第４号地籍調査において登

記上の地目が農地である土地に関する地目認定について、原案のとおり建設総務課へ通知すること

に異議のない方は挙手をお願いします。 

    （全員挙手） 

○議長（野村茂君）全員の挙手につき、議案第４号地籍調査において登記上の地目が農地である土

地に関する地目認定について、原案のとおり意見なしと回答することとします。 

○議長（野村茂君）次に議案第５号 農用地利用集積計画の承認について、を議題とします。事務

局の説明を求めます。 

○事務局課長補佐（小石隆之君）議案第５号 農用地利用集積計画の承認について。農業経営基盤

強化促進法第１８条第１項の規定により、農用地利用集積計画の承認を求められたので、意見を求

めます。議案は１３ページ、１４ページになります。 

 賃貸借権の設定に関するものについて、更新が７件。田、７筆７，８６０㎡。新規が２件。田２，

６７４㎡。使用貸借の設定に関するものについて、新規が１２件。田１２筆、２０，６２９㎡。地

区は、広見、武芸川町跡部、武芸川町平、武芸川町谷口、戸田、東本郷の６地区です。 

 権利の設定を受けるものは、有限会社むげがわ農産、他です。農業経営基盤強化促進法第１８条

第３項の各要件を満たしていると考えます。 

 以上、農用地利用集積計画の承認につきまして、ご審議をお願いします。 

○議長（野村茂君）事務局の説明が終わりました。議案第５号について質疑を行います。質疑のあ

る委員さんは挙手にて発言をお願いします。 

（発言なし） 

○議長（野村茂君）質疑もないようですので、これより採決します。議案第５号について、原案の

とおり承認することに異議のない方は、挙手をお願いします。 
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        （全員挙手） 

○議長（野村茂君）全員挙手のため、議案第５号農用地利用集積計画について、原案のとおり承認

することとします。 

○議長（野村茂君）審議いただきましてありがとうございました。本日の議案につきましては、全て終

わりました。どうもありがとうございました。 

 事務局よろしくお願いします。 

○事務局課長補佐（小石隆之君）その他と言うことで次回の農業委員会総会ですが、年明け早々お

忙しいところ申し訳ありませんが、１月７日午前１０時から関市役所６階６－６、６－７会議室で

行います。よろしくお願いします。 

 また、本日１０時から隣の大会議室におきまして最適化推進委員会会議を開催いたしたいと思い

ますので、長時間になりますが、よろしくお願いいたします。 
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午前９時５５分 閉会 

本日の議会の顛末を記録し、相違ないことを証するためここに署名する。 
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